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学位論文審査結果報告書 
平成 30 年 2 月 1 日 
大学院医学研究科長 様 
 
下記の通り学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
氏名  新畑 覚也 
学位論文題名  Association between accumulation of advanced glycation end-products and 
hearing impairment in community-dwelling older people: a cross-sectional 
Sukagawa study 
（地域高齢者住民における最終糖化産物の蓄積と聴力障害との関連：須賀
川横断研究） 
 
本論文は、健康長寿健診に参加した 75 歳以上の住民 270 人を対象として聴力障害と最終
糖化産物（AGEｓ）との関連を横断的に検討した研究である。主な結果として、蛍光分光方
式で測定した皮膚 AGEｓ蓄積量は年齢、性、喫煙、糖尿病、高血圧、脳血管障害で調整し
9
た後も中等度以上の聴力障害と有意に関連することが明らかになった。また、平均聴力との
関連も同様にみられた。聴力障害は転倒、うつ、認知症などの健康長寿の阻害因子として注
目されており、AGEｓの関与がみられた今回の結果は、今後聴力障害の予防に応用できる可
能性があり、公衆衛生的見地から意義深い研究である。一方、調査対象者が比較的少ないこ
と、横断研究であり因果関係が明らかではないこと等研究の限界も少なくはない。 
平成 30 年 1 月 17 日に開催された学位審査会発表における質疑応答では的確に回答し、
申請者が本研究の中心的役割を担っていたことに疑義は生じない。また、交絡因子として腎
機能の存在を指摘された点について、論文に新たに Limitation としての見解を追記し、審
査委員が修正内容を確認した。こうした Limitation を考慮しても尚本研究の新規性、重要
性は十分にあることから、本論文は本学医学博士授与に値するものと判断する。 
 
論文審査委員 主査 大平 哲也 
副査 室野 重之 
副査 田中 健一 
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